
	
	
	
	
	
	

一つの哲学的散策

	
クモは蝶の夢を見るのだろうか	

あるいは蝶は花に憧れを抱くのだろうか	

春風は、空を揺らし、石を転がすサイクロンを夢見るだろうか	

	
螺旋に連なる星々は、	

全ての惑星を飲み込むブラックホールを夢見るだろうか	

	

万物は、夢のウェブを通じて互いにつながっているのだろうか	

果たして認識は、現実なのだろうか	

	
私たちは、このような質問には答えられないかもしれない	

でも、私たちは、こんなにも豊かで限ない夢を見ることができる	

	
	

	
	
	

ティン：			このような詩は馬鹿らしいだ。	有意義な質問は、ばかげた詩ではなく、自然科学	
																						によって答えられるべきです。	
	

ティム：		（驚いた）うわー！	今日は、どんな薬を飲んでいますか。		
	

ティン：				何もないですが、空の哲学に疲れてきた。	
	

ミン：									確かに上記の詩では、「夢」という言葉が過度に使われていると認めます。	
	

悟：													それは問題ではない。私たちの意識は小さすぎると思います。(ため息、その後、	
																							静かに自分自身に)なぜそれほど多くの人が自分の夢を疑っている？	

	
-	T	Newfields			
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